別表1

　受給者番号は全市町村において一律7桁とし、その設定方法は以下のとおりとする。
	1桁
	2桁
	3桁
	4桁
	5桁
	6桁
	7桁

	４
	２
	６
	０
	２
	６
	１

	
	
	
	

	①年号
	②年度
	③交付番号
	④検証番号



	1  年号
	昭和…3　　平成…4　　令和･･･5

	② 年度
	交付年度

	③ 交付番号
	当該年度に給付決定した順

	④ 検証番号
	検証番号の設定方法
(1) 検証番号を除く末尾の桁を起点とし、順次「2」と「1」を乗じる。
(2) (1)で算出した積の和を求める。ただし、積が2桁となる場合は、1桁目と2桁目の数を加えた数とする。
(3) ｢10｣から(2)で算出した数の一の位の値を減じて得られた数を【検証番号】とする。
（例1）検証番号を除く部分が「426026」の場合
	4
	2
	6
	0
	2
	6
	
	

	×
	×
	×
	×
	×
	×
	
	

	1
	2
	1
	2
	1
	2
	
	

	4
	4
	6
	0
	2
	12
	＝
	19

	
	
	
	
	（1+2）
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	10
	－
	9
	＝
	1
	…【検証番号】


　　　　よって受給者番号は、4260261

（例2）検証番号を除く部分が「426022」の場合
	4
	2
	6
	0
	2
	2
	
	

	×
	×
	×
	×
	×
	×
	
	

	1
	2
	1
	2
	1
	2
	
	

	4
	4
	6
	0
	2
	4
	＝
	20

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	10
	－
	0
	＝
	0
	…【検証番号】


　　　　よって受給者番号は、4260220


	
	


（注1）アルファベットなど、数字以外のものは使用しない。
（注2）使用しない桁には、「0」を付すこと。
[bookmark: _GoBack]（注3）検証番号の付番誤りが判明した場合には、審査支払機関での審査に支障が出るため、早急に医療券の回収・再交付を行うこと。

